
The University of Tokushima (2011)〉 Graduate School of Medical Sciences〉 Course of Proteomics Medical Sciences (Doctor’s Degree) [⇒Japanese]

Disease Proteomics Seminar 4 units (selection) 1st-year(whole year), 2nd-year(whole year), 3rd-year(whole year)

Takuya Sasaki〈Manager〉 · Professor / Molecular Medicine, Proteomics, Ayuko Sakane ·Assistant Professor / Institute of Health Biosciences

Target〉 細胞機能の制御機構の研究に必要な基礎知識と基本技術を習得させるこ
とを目的とする．

Outline〉 プロテオミクス研究を基盤とした，細胞機能の制御に関わる機能蛋白
分子群の同定とそれらの作用機構および相互作用の解析について演習を行う．
さらに，研究成果を疾患の病態解明や診断，治療法の開発につなげる方法論
についても指導する．

Notice〉 遅刻しないこと．
Schedule〉

大項目
1. 授業ガイダンス
2. プロテオミクス病態学演習の基礎
3. 〃
4. 〃
5. 〃
6. 〃
7. プロテオミクス病態学演習の方法論 (細胞内シグナル伝達機構)

8. 〃
9. プロテオミクス病態学演習の方法論 (細胞間シグナル伝達機構)

10. 〃
11. プロテオミクス病態学演習の方法論 (細胞骨格)

12. 〃
13. プロテオミクス病態学演習の方法論 (細胞内小胞輸送)

14. 〃
15. 授業総括

Evaluation Criteria〉 出席のみ (講義の出席を原則としているので，出席が満た
ない場合は再履修)．

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217568
Contact〉
⇒いつでも.ただしあらかじめメールに用件を書くとともに,時間のアポイン
トをとること.

Note〉 本授業科目を担当する分子病態学分野は，あらゆる細胞機能の制御におい
て基本となるしくみに注目して研究を進めていることから，多くの研究領域
との関わりがあり，どの研究領域の受講者であっても，本授業科目で習得し
た知識を受講者自身の研究テーマにつなげることが可能であるという点が特
色である．
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